
  ＜場合の数＞ ～支払うことのできる金額～  

(例題) 次の硬貨を使って支払うことのできる金額は何通り？ 

(１) 100 円玉が 3 枚，50 円玉が 1 枚，10 円玉が 3 枚 

(２) 100 円玉が 3 枚，50 円玉が 3 枚，10 円玉が 3 枚 
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ポイント 硬貨ごとに何通りあるか考える 

 

 

 

 

 

 


